
























さて、いよいよ第 1 期 生の卒 業です。 卒 業あるいは学 位 授 与は、graduationであるとともに
commencement、すなわち「開始」でもあります。卒業の扉を開け、新たなスタ トーをするのです。新たな
スタートは、学生のみならず私ども教員も同じです。本学部は、第2期を見据えての新たなスタートを切りま
す。まことに時を同じくして、旧足利赤十字病院の跡地の再開発による本城新校舎が落成し、新校舎での教
育が、「自学共修」の理念のもとにスタ トーします。この新たなスタ トーに際しては、本学部では「看護学とは」
を学ぶことも重要な位置づけではありますが、まずは、看護に関しての十分な知識と技能の確実な習得であ
り、そしてそれを基盤に答えが一つに定まらない問題を自ら解を見出していく思考力、判断力、表現力等の
能力を獲得することです。実習を主体とする看護教育体系です。そして、これらの基となる主体性を持って多
様な人 と々協働して学ぶ態度を身につけます。すなわち、看護者としてのプロフェッショナルオートノミーを基
盤に、これらを学修します。プロフェッショナルは、自らを律することのできる自立性が不可欠です。この自律
性の修得により、国家試験対策も自ら挑むことが可能となるでしょう。
さあ、卒業生の諸君はもとより、在学生の諸君そして本学部の教員各位は、ともに手を携えて「自学共修」
の理念の基に、新たなスタートを切りましょう。努力すればできないことはありません。自分を信じて、真剣
に向き合いましょう。
